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発明の概要

【課題】⽣体組織の疾患部⼜は損傷部を治療するために、熱、振動及び圧⼒の少なく
とも⼀つを付与して接着を⾏う際に使⽤する接着⽤ステントとして、⽣体組織に対し
てずれることがなく、短時間で効率的な接着を⾏うことができ、且つ、⽣体組織に対
して従来よりも優れた接着性を有する⽣体組織接着⽤柔軟性⾦属箔テープ及びその接
着⽅法を提供する。
【解決⼿段】⽣体組織接着⽤柔軟性⾦属箔テープは、熱、振動、及び圧⼒の少なくと
も⼀つを付与することによって⽣体組織と接着させるために⽤いられるものであっ
て、厚さが５〜３００μｍで、前記⽣体組織との接着⾯の表⾯粗さが算術平均粗さ
（Ｒａ）で０．０５〜５．０μｍである⾦属箔からなることを特徴とする。
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